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当院は美容皮膚科を標榜しており、整容面の改善を期待して未治療のざ瘡患者から治療抵抗性のざ瘡患者
まで多く来院する。漢方製剤と美容施術は、ざ瘡治療の選択肢を増やし、組み合わせることで治療効果をより
向上させる。また外用薬より副作用の出現頻度が低いため、患者の治療継続率を上げる有効な手段と考え
られる。これらの複合治療により有効性が確認できた2症例を経験したので報告する。
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はじめに

尋常性ざ瘡は思春期から成人期の顔面に好発し、整容面
でしばしば問題となるため、初診で美容皮膚科を受診する
患者も少なくない。また炎症性ざ瘡は、後に陥凹性瘢痕や
色素沈着を生じる可能性があり、一度瘢痕を生じれば美容
施術を用いても治療には難渋する。その後のQOLを低下
させないためにも瘢痕を作る前に治療介入し寛解状態に
導くことが望ましい。

当院での治療は、まず「尋常性痤瘡・酒皶治療ガイドラ
イン2023」1）（以下、ガイドライン）に沿って、外用薬や内
服薬による治療を行い、治療に抵抗を示す症例に関しては
積極的に美容施術を併用している。今回、われわれは漢方
製剤である十味敗毒湯、柴苓湯と美容施術を併用し良好な
結果を得られた症例について報告する。

症例1　26歳 女性 （図1）

初診時、側頭部、頬部、下顎部に紅色丘疹と膿疱が見ら
れた。過酸化ベンゾイルと十味敗毒湯エキス錠 18錠/日
で治療を開始したが治療効果が不十分であり、治療開始
2ヵ月目から柴苓湯エキス細粒 8.1g/日を追加し、ロング
パルスアレキサンドライトレーザーによる治療を1ヵ月お
きに3回行った。治療開始後1年2ヵ月の時点で紅色丘疹は
減少しコントロール良好であった。

症例2　23歳 女性 （図2）

初診時、前額部、頬部に紅色丘疹を認めた。これまでの

治療歴で外用薬は副作用のため継続できていなかったた
め、外用は行わず柴苓湯エキス細粒 8.1g/日とケミカル
ピーリングにて治療を行った。治療開始6ヵ月目時点で炎

治療開始時 1年3ヵ月後

図1　症例1

治療開始時 6ヵ月後

図2　症例2
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症後紅斑は残るものの、新たな丘疹の出現はなく維持期と
なった。

2症例に関して、漢方に由来する副作用はなかった。

考　察

尋常性ざ瘡の病態は、毛包の閉塞、過剰な皮脂分泌、細
菌の増殖、遷延する炎症で説明され、それぞれの病態を複
合的に治療するために治療初期からいくつかの治療を組
み合わせて用いている。外用剤のアダパレン、過酸化ベン
ゾイルは主に毛包の閉塞に、抗菌薬は細菌の増殖に対して
抑制的に働く。漢方製剤は、患者の状態によって使い分け
ている。十味敗毒湯は皮脂合成抑制作用2）、エストロゲン
様作用3）を持つため、月経前の皮脂分泌亢進に伴い悪化す
るざ瘡に積極的に用いている。柴苓湯は抗炎症作用4）、免
疫賦活化作用5）があるとされており、特に炎症が強い患者
に対して好んで用いている。また嚢腫性ざ瘡6）やざ瘡瘢痕7）

に対する有効性も報告されており適用範囲は広い。若年女
性のざ瘡を治療する場合、十味敗毒湯をファーストチョイ
スとし、効果不十分例、炎症を伴う例には柴苓湯を使用し
ている。症例1は月経前に増悪するざ瘡を訴えていたため
十味敗毒湯単剤で治療開始したが、炎症性ざ瘡が持続した
ため柴苓湯を併用した。症例2では時期を問わない炎症性
ざ瘡であり、初期から柴苓湯を使用した。

美容施術は、保険治療を用いても十分な効果が得られて
いない場合に、保険治療と並行して行っている。症例1で
使用したロングパルスアレキサンドライトレーザーは毛
孔角化の減少、皮脂腺などの皮膚付属器の不可逆的な破
壊、光熱作用による殺菌効果などの効果8）が期待されてい
る。ガイドラインではC2であり推奨されていないものの、
保険診療のみでは難治な症例に対しては有効な治療手段
となり得る。症例2で用いたケミカルピーリングはサリチ
ル酸マクロゴールを使用している。角層を剥離すること
で、毛包漏斗部の角化の改善、膿疱の排出、抗菌作用など
の効果8）がある。面皰や炎症性皮疹に対する使用はガイド
ラインでC1と推奨されている。

尋常性ざ瘡を治療するためには長期的視点で治療を継
続することが必要である。しかし患者の中には副作用やコ
ンプライアンスの問題で短期間で治療を中断したり、複数
の医療機関への受診を繰り返していることもある。これ
は、患者は最初に投薬された薬を唯一の治療薬と考えるこ
とが多く、効果が実感できないまま同じ治療が続くと治療
を中断することが多くなるためである。つまり、よりよい
治療薬を期待して転医を繰り返していると思われるが、実
際には外用治療薬の選択肢はそれほど多くはないのが現
状である。それまで外用薬しか使用したことがない患者に
対し、美容施術や漢方製剤を併用することで、いくつかの
治療選択肢を増やすことが可能となり、それが治療継続の
動機となる場合がある。

特に漢方製剤は外用薬と比較して副作用の出現が少な
いため、患者の治療継続率が高い印象がある。中でも十味
敗毒湯は皮脂の減少や化粧のり9）などのいわゆる美肌効果
が期待できるため、美容施術との相性もよく美容皮膚科に
おいても取り入れやすい。

長期の治療継続が困難な患者、保険治療に抵抗を示す患
者に対して漢方製剤と美容施術の併用は有効な手段であ
ると考えられた。


